




2) 英文 ：原稿はA4版の用紙を使い，ダブルスペースでタイプする ．
3) なお，ワープロを使用した場合は，和文，英文とも ，プ リントアウトした原稿とともに，フロッピィティスク（表に筆頭著
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a)重さ ：kg,g, mg, μg, ng 
b)長さ ：m, cm, mm, μm, nm 
C) 容量 ．£, dC, m€, μR 
d)濃度 ．gI R, g I dl, mg/ dl 
6) 日本語原稿の数字は，原則としてアラヒア数字を用いる．たたし，漢字と結合して名称を表すものは，漢字とする ．
（例） 1つ， 2～ 3時間数十個，一例
7)文字の指定については，原稿に赤で次のように指示する ．




2)図表の右上余白に，筆頭著者と図または表の番号を図 1, 図 2．．．．，あるいは表 1'表 2…...のように記し，刷り上かりの








著者氏名 （全員を書く ），論文題目 ，雑誌名 （類似の誌名のあるときは，発行地），巻，頁 （初めの頁～終りの頁），西暦年号
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・ ・・ • .. か指摘されてしヽる 2.3) ． また， 北村ら 4~6)によると・・・ .
7. その他
論文か和文の場合， 250語以内の英文の概要 (summary)を付けてもよい．
